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事業概要 主な事業内容
• 一般旅行業（JTB総合提携店）
各種団体旅行手配、国内外パッケージ商品の販売、国内外オーダーメイド旅行の販売、国内外航空券手配、各種鉄
道チケット手配（JR/私鉄）、渡航手続き関連・国内外旅行傷害保険、旅行関連商品販売

• キャラクター事業
• 物販事業（ECサイト：ハワイアンオンラインストア）
• 酒類販売業（一般酒類小売業免許/通信販売酒類小売業免許）
• 福井deふるさとサポート(代行サービス)
空き家巡回サービス、お墓参り/お墓掃除代行サービス

部署 本社

所在地 〒914－0811
福井県敦賀市中央町2-11-33-102号センタービル1F

連絡先 （電話番号）0770-24-4500
（E-mail）teppei.daido@maptravel.co.jp

環境省ローカルSDGs
を通じて、実現したい
社会像

山に囲まれ、数多くの海水浴場や港を有している敦賀市。地域住民がこの恵みに誇りを持ち、この恵みを活用し都
市部や近郊県との経済活動が成り立っている社会を実現したい。
この町で育つ魚介類、農産物、加工品それぞれがこの町で育ったこと、加工されたことがブランドになる状態が理想

である。そのためには、その育て方や、加工行程において環境へ配慮した持続可能な取り組みがあったり、地域住民
が一致団結して海・里・山・川を守る活動の姿があったり、そういった背景や、ストーリー性が求められる。
このような活動を通じて、町のブランドが確立され、例えばエコツーリズムの受け入れや、海外、他都道府県からの

視察なども行われるようになると、さらに地域住民がこの町に誇りを持つ。このサイクルを実現したい。

株式会社マップトラベル
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ローカルSDGsの実現
に貢献できるソリュー
ション

分野 観光ビジネス／その他（寄付型商品の発売）

地域にある観光資源を活かしたコンサルティング、その観光資源の持続可能な開発に貢献する寄付型商品の開発
に貢献可能です。
これまでの具体例として、現在地元で「北陸のハワイ」と称される水島の地域の方とコラボレーションした水島をデザ

インしたイラストを活用したグッズの販売を行っております。こちらは売り上げの一部を、「水島地域の環境保護」そし
て、本場ハワイで日本から漂着する海ごみを主に駆除する活動をされている「ハワイ州NPO法人AlohaOceanPlus」へ
寄付する仕組みとしています。
弊社はハワイ州観光局認定サテライトオフィスでもあり、これまでハワイの魅力をPRしてきた立場という理由もあり

ましたが、せっかく「北陸のハワイ」と称されている水島、さらに多くの人に知って頂き、持続可能な観光コンテンツとし
て磨き上げることを考えました。寄付型商品は、水島の環境保護に貢献するだけでなく、本場ハワイへの環境保護に
も保護できる仕組みとすることで、水島とハワイのつながりを感じる仕掛けとし、水島のブランド向上を狙っております。

URL https://www.maptravel.co.jp/corporate/csr/

上記ソリューションを
提供できる地域につ
いて

全国

自者の特徴 地元26年の福井県嶺南地域唯一のJTB総合提携店であることから、地域の方（行政、学校、民間団体、個人など）
からの一定の信頼は得られていると存じます。
敦賀市は、2024年に新幹線開業を控えていることもあることから、まちづくり検討が官民で活発に議論されており、

弊社も敦賀市より委託を受けてモニターツアーの実施を行ったり、敦賀市のふるさと納税への返礼品として地元周遊
ツアーの出品を行っております。
弊社は昨年末に福井県が推進する「ふくいSDGsパートナー」に県内旅行会社として初めて登録し、SDGsの目標を

定めております。今後、アフターコロナを見据えたサステナブルを意識した観光プランの開発に取り組んでまいります。
今年の3月末には、地元にある美しい無人島の海水浴場「北陸のハワイ」水島の地区の方々と協議し、返礼品ツアー
で「水島」を訪れる仕組みや、コラボレーショングッズを販売し、売り上げの一部を寄付することで、水島地区の環境保
護、本場ハワイの環境保護につながる仕組みとしております。今後こちらでは、さらに商品ラインナップを増やしていく
予定です。この取り組みは弊社がもとより甲信越・北陸初の「ハワイ州観光局認定サテライトオフィス」であることも発
想の一因になっておりますが、日本全国には、「まるでハワイ」と呼ばれている景観、ハワイ州と姉妹都市の県市町も
たくさんございます。弊社の取り組み、進め方、でお力になれることがございましたら、ぜひお声がけください。
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自者の特徴 （参考）

SDGs経営に向けた自
者の課題や悩み

非常にアナログな業界なため、例えばペーパーレス化を実現したいが、大胆に実施していくには、お客様（行政、学校
等）のご協力も必要となる。例えば、修学旅行のしおり、資料集、事前打ち合わせには基本的に多くの紙資料を有しま
す。


